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か
つ
て
な
い改

憲
の
危
機

岸
田
内
閣
は
、
「
安
保
三
文

書
」
を
具
体
化
す
る
軍
事
費
の

大
増
強
、
沖
縄
・
南
西
諸
島
へ

の
ミ
サ
イ
ル
配
備
、
基
地
機
能

の
強
化
、
武
器
輸
出
の
解
禁
な

ど
、
戦
争
す
る
国
づ
く
り
を
す

す
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
大
軍
拡
の
た
め
に

２
０
２
７
年
度
ま
で
に
防
衛
費

を
２
倍
に
増
や
し
て
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
・
総
額
４３
兆
円
と
す
る

こ
と
を
定
め
ま
し
た
。
こ
れ
は

世
界
第
３
位
の
軍
事
大
国
と
な

る
規
模
で
あ
り
、
「
専
守
防

衛
」
の
原
則
や
憲
法
を
逸
脱
す

る
も
の
で
す
。
し
か
も
、
こ
の

費
用
を
捻
出
す
る
た
め
に
、
本

来
な
ら
国
民
生
活
を
支
え
る
た

め
に
使
わ
れ
る
社
会
保
障
費
や

教
育
費
の
削
減
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

岸
田
首
相
は
自
ら
の
任
期
中

に
「
改
憲
発
議
」
を
実
施
す
る

と
公
言
し
て
お
り
、
改
憲
の
危

険
は
か
つ
て
な
く
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
医
療
・
介
護
従
事
者

は
、
い
の
ち
、
自
由
と
尊
厳
を

奪
う
戦
争
と
は
対
極
の
立
場
に

立
っ
て
い
ま
す
。
戦
争
す
る
国

づ
く
り
、
憲
法
改
悪
を
許
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
緊
急
事
態
」
口
実
の

改
憲
を
許
し
て
は
な
ら

な
い自

民
党
、
公
明
党
、
日
本
維

新
の
会
、
国
民
民
主
党
は
、
大

規
模
災
害
や
感
染
症
拡
大
な
ど

で
選
挙
が
で
き
な
く
な
る
事
態

へ
の
備
え
と
し
て
、
非
常
時
に

衆
議
院
議
員
の
任
期
を
延
長
す

る
改
憲
を
め
ざ
し
、
憲
法

審
査
会
で
条
項
案
を
ま
と

め
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
憲
法
を
変
え

な
く
て
も
、
緊
急
時
に
参

議
院
が
国
会
の
機
能
を
代

行
す
る
制
度
や
繰
り
延
べ

投
票
な
ど
、
現
行
憲
法
で

対
応
は
十
分
可
能
で
す
。

憲
法
に
緊
急
時
の
議
員

任
期
延
長
の
規
定
が
な
い

の
は
、
『
非
常
時
』
と
い

う
言
い
分
で
国
民
の
権
利

を
制
限
す
る
口
実
を
政
府

に
与
え
て
は
い
け
な
い
と

い
う
憲
法
制
定
時
の
議
論

が
背
景
に
あ
り
ま
す
。
１

９
４
１
年
に
衆
院
議
員
の
任
期

が
延
長
さ
れ
、
日
本
が
ア
ジ
ア

・
太
平
洋
戦
争
を
始
め
て
し
ま

っ
た
歴
史
の
反
省
が
あ
る
か
ら

で
す
。

改
憲
勢
力
が
主
張
す
る
緊
急

事
態
条
項
案
は
、
国
会
の
権
限

を
す
べ
て
政
府
に
委
ね
て
し
ま

う
非
常
に
危
険
な
改
憲
案
で
す
。

県
連
社
保
平
和
委
員
会
が

「
平
和
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン

２
０
２
４
」を
決
め
ま
し
た

県
連
社
保
平
和
委
員
会
で
は
、

こ
う
し
た
情
勢

を
ふ
ま
え
、

「
憲
法
改
悪
を

許
さ
な
い
全
国

署
名
」
を
本
格

的
に
再
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
を

決
め
、
「
平
和

憲
法
ア
ク
シ
ョ

ン
２
０
２
４
」

と
し
て
取
り
組

み
の
方
針
を
確

認
し
ま
し
た
。

以
下
、
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
の
手
で
平
和
・
人
権
・

民
主
主
義
を
守
り
抜
き
ま
し
ょ

う
。

①
み
ん
な
で
学
ぼ
う
、
憲
法
の

こ
と
・
平
和
の
こ
と

憲
法
の
こ
と
、
平
和
と
人
権

・
民
主
主
義
の
こ
と
を
学
び
ま

し
ょ
う
。
全
日
本
民
医
連
や
共

闘
団
体
の
学
習
会
に
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

②
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
日
本
国
憲
法
の
こ
と

憲
法
と
平
和
の
こ
と
、
憲
法

と
く
ら
し
、
憲
法
と
人
権
の
こ

と
を
考
え
る
機
会
に
な
る
よ
う

な
、
愛
知
民
医
連
新
聞
な
ど
を

活
用
し
た
「
参
加
型
の
企
画
」

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
時
事
問
題
・
政
治
問
題

の
視
点
ば
か
り
で
な
く
、
患
者

さ
ん
、
利
用
者
さ
ん
の
命
・
健

康
・
人
権
へ
の
視
点
も
大
切
に

し
た
い
で
す
ね
。

③
憲
法
を
守
る
多
彩
な
と
り
く

み
を
計
画
し
ま
し
ょ
う

そ
れ
ぞ
れ
の
法
人
で
も
憲
法

を
守
る
と
り
く
み
を
多
彩
に
す

す
め
ま
し
ょ
う
。

た
と
え
ば
・
・
・

＊
全
日
本
民
医
連
総
会
方
針
の

学
習
会

＊
全
日
本
民
医
連
の
「
大
軍
拡

ハ
ン
タ
イ
！
９
条
守
ろ
う
シ
ョ

ー
ト
ム
ー
ビ
ー
」
の
視
聴
会

＊
く
る
ま
座
ト
ー
ク
（
ミ
ニ
学

習
＆
ト
ー
ク
会
）

＊
「
憲
法
か
る
た
」
や
「
憲
法

に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
」
な
ど
を

使
っ
た
交
流
会
・
・
・
な
ど
な

ど④
様
々
な
集
会
に
も
参
加
を

憲
法
守
る
集
会
を
は
じ
め
、

平
和
や
人
権
、
民
主
主
義
を
守

る
集
会
や
行
動
が
、
県
内
・
地

域
で
も
様
々
に
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
集
会
や
デ
モ

な
ど
の
場
も
学
び
や
、
参
加
者

間
の
共
感
・
連
帯
を
感
じ
ら
れ

る
貴
重
な
場
で
す
。
積
極
的
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
「
憲
法
改
悪
許
さ
な
い
全
国

署
名
」
を
推
進
し
ま
す

「
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
全

国
署
名
」
の
集
約
数
は
７
７
１

４
筆
で
す
（
６
月
６
日
現
在
）
。

愛
知
民
医
連
の
憲
法
闘
争
本
部

が
決
め
た
１
万
筆
目
標
を
や
り

き
り
ま
し
ょ
う
。
残
り
は
２
２

８
６
筆
で
す
。

＊
昨
年
に
す
で
に
署
名
を
し
た

人
で
も
、
国
会
が
改
ま
っ
て
い

る
の
で
ま
た
署
名
い
た
だ
け
ま

す
。
ど
ん
ど
ん
署
名
を
広
げ
ま

し
ょ
う
。

＊
病
院
、
診
療
所
、
介
護
事
業

所
な
ど
で
の
「
９
の
日
署
名
・

宣
伝
」
や
、
患
者
・
家
族
へ
の

署
名
依
頼
な
ど
を
具
体
化
し
ま

し
ょ
う
。

＊
学
習
会
や
集
会
な
ど
に
参
加

さ
れ
た
方
の
協
力
を
重
視
し
て
、

運
動
に
参
加
す
る
人
を
増
や
し

な
が
ら
と
り
く
ん
で
い
き
ま
し

ょ
う
。

＊
組
合
員
・
友
の
会
の
み
な
さ

ん
に
も
引
き
続
き
協
力
を
お
願

い
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

みみ
なな
とと

☆
５
月
１７
日
、
レ
イ
ン
ボ
ー

セ
ン
タ
ー
で
音
楽
会
『
平
和
の

夕
べ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
医

師
た
ち
に
よ
る
合
唱
団
や
病
院

・
診
療
所
職
員
・
組
合
員
ら
が

出
演
し
、
約
１
５
０
人
が
参
加
。

能
登
半
島
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
パ
レ
ス
チ

ナ
・
ガ
ザ
自
治
区
へ
の
募
金
と

し
て
、
１９
万
５
千
円
超
が
集
ま

り
ま
し
た
。

南南

☆
５
月
１１
、
１２
日
に
運
営
委
員

と
な
か
ま
の
お
泊
り
研
修
会
。

１
８
８
人
の
組
合
員
・
職
員
が

参
加
。
「
（
普
段
交
流
の
無

い
）
他
ブ
ロ
ッ
ク
の
方
と
交
流

で
き
て
楽
し
か
っ
た
。
ま
ず
は

自
分
が
楽
し
く
活
動
す
る
大
切

さ
、
そ
こ
に
他
の
人
々
を
巻
き

込
め
る
と
仲
間
や
地
域
の
繋
が

り
が
増
す
こ
と
を
再
認
識
で
き

た
」
と
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

北北

☆
４
月
１４
日
、
わ
い
わ
い
フ
ー

ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
催
。
握
力

測
定
や
く
じ
引
き
も
行
い
１
５

０
名
の
参
加
で
し
た
。

☆
５
月
２
〜
４
日
、
能
登
半
島

地
震
被
災
地
支
援
活
動
に
北
病

院
か
ら
３
名
参
加
し
ま
し
た
。

☆
５
月
２８
日
、
『
薬
草
の
道
・

花
探
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
を
東

山
植
物
園
で
開
催
１
０
０
名
を

こ
え
る
参
加
者
で
し
た
。

名名

南南

☆
名
南
会
健
康
友
の
会
は
、
１

２
９
名
（
３７
チ
ー
ム
）
参
加
で
、

５
月
１２
日
第
３
回
ボ
ッ
チ
ャ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

☆
名
南
会
健
康
友
の
会
は
、
６

月
１
日
総
会
に
て
「
災
害
下
の

友
の
会
の
役
割
」
に
つ
い
て
、

石
川
県
健
康
友
の
会
連
合
会
事

務
局
長
に
よ
る
講
演
学
習
を
行

い
ま
し
た
。尾尾

張張

☆
５
月
１１
日
に
「
ド
ク
タ
ー
・

ナ
ー
ス
・
介
護
ウ
ェ
ー
ブ
」
が

行
わ
れ
、
職
員
１１
名
が
参
加
。

医
療
・
介
護
、
福
祉
制
度
の
拡

充
を
訴
え
ま
し
た
。

☆
５
月
２４
日
、
事
務
委
員
会
主

催
の
介
護
報
酬
改
定
学
習
会
に

２７
名
参
加
。
報
酬
改
定
の
利
用

者
へ
の
影
響
な
ど
を
学
び
、
そ

の
後
、
交
流
企
画
と
し
て
モ
ル

ッ
ク
大
会
も
行
い
ま
し
た
。

フフ
ァァ
ルル
ママ
ネネ
ッッ
トト

☆
医
療
生
協
の
「
班
会
百
科
」

に
１６
タ
イ
ト
ル
の
班
会
テ
ー
マ

を
掲
載
し
て
い
た
だ
き
、
依
頼

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
６
月
は

６
回
の
講
師
依
頼
を
受
け
て
対

応
中
。

☆
く
す
り
屋
さ
ん
の
相
談
サ
ロ

ン
は
大
高
店
で
の
定
例
開
催
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。

☆
紅
麴
サ
プ
リ
に
よ
る
健
康
被

害
事
件
を
う
け
て
健
康
食
品
に

も
関
心
が
高
い
で
す
。

はは
みみ
んん
ぐぐ

☆
５
月
２３
日
、
社
員
総
会
を
開

催
。
動
画
「
未
来
へ
の
カ
ル

テ
」
で
第
４６
期
総
会
方
針
学
習
、

学
習
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
で
綱
領
学

習
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

☆
は
み
ん
ぐ
歯
科
は
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
が
増
え
、

日
常
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
充

実
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

☆
呼
続
は
み
ん
ぐ
歯
科
は
午
後

外
来
を
再
開
予
定
で
す
。

第４８０号

軍
備
の
拡
大
で
は
な
く
、
憲
法
を
い
か
し
て
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社
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保
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５
月
１７
日
（
金
）
レ
イ
ン
ボ

ー
セ
ン
タ
ー
に
て
平
和
・
環
境

・
文
化
委
員
会
と
み
な
と
医
療

生
協
九
条
の
会
共
催
で
「
平
和

の
夕
べ
」
と
銘
打
っ
て
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。
本
会
は
能
登
半
島
地

震
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ
ザ
地
区

人
道
支
援
を
目
的
に
行
い
ま
し

た
。
医
師
を
は
じ
め
と
し
た
職

員
と
組
合
員
が
演
奏
し
、
約
１

５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

初
め
に
能
登
半
島
地
震
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
職
員

よ
り
現
状
と
活
動
内
容
の
報
告

が
あ
り
、
地
震
発
生
か
ら
４
ヶ

月
以
上
も
経
っ
て
い
る
の
に
復

旧
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
今
後
医
療

生
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援

が
で
き
る
か
、
ま
た
継
続
し
て

支
援
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。コ

ン
サ
ー
ト
は
み
な
と
診
療

所
所
長
の
三
浦
医
師
と
職
員
に

よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
で
始

ま
り
、
原
医
師
を
代
表
に
職
員

と
組
合
員
で
構
成
さ
れ
た
合
唱
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
レ
イ
ン
ボ
ー
の
患

者
で
も
あ
る
組
合
員
に
よ
る
サ

ッ
ク
ス
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
が
あ

り
ま
し
た
。
続
い
て
美
し
い
シ

ャ
ン
ソ
ン
が
響
き
渡
る
中
、
サ

プ
ラ
イ
ズ
で
あ
つ
た
の
森
所
長

の
江
間
医
師
が
参
加
さ
れ
、
美

し
い
歌
声
を
披
露
し
て
い
る
と

思
い
き
や
、
突
如
始
ま
っ
た
現

政
権
に
対
す
る
痛
烈
な
皮
肉
が

込
め
ら
れ
た
替
え
歌
に
会
場
の

ボ
ル
テ
ー
ジ
は
最
高
に
上
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
協
立
総
合
病

院
の
医
局
合
唱
団
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
国
歌
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

情
景
を
思
い
浮
か
ば
せ
、
改
め

て
平
和
へ
の
思
い
を
抱
か
せ
ま

し
た
。
そ
し
て
若
手
職
員
に
よ

る
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
若
い
パ
ワ
ー
で
元
気
を

も
ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
み
な
と
医
療
生
協
九

条
の
会
代
表
の
江
間
医
師
が
ウ

ク
ラ
イ
ナ
や
ガ
ザ
で
行
わ
れ
て

い
る
蛮
行
、
ま
た
現
政
権
に
よ

る
戦
争
が
で
き
る
国
づ
く
り
へ

の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
中

で
、
平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
の
文

化
で
あ
る
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

医
療
生
協
と
し
て
、
我
が
国
の

根
幹
で
あ
る
憲
法
九
条
を
堅
持

し
、
再
び
戦
争
の
時
代
へ
後
戻

り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
声

を
上
げ
、
行
動
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

み
な
と
医
療
生
活
協
同
組
合

ま
ち
づ
く
り
支
援
・
広
報
部

桃
井

宏
尚

【お知らせ】
名南病院・早川医師（県連被ばく対策委員
長）の「マーシャル諸島健康調査報告」動画を
愛知民医連ホームページに公開しました

早川医師は、日本原水協・マーシャル諸島
訪問団（２月２５日～３月１０日）に参加しまし
た。マーシャルの核実験被災７０年「３・１核
被害者デー」参加、核兵器禁止条約への支持
を広げる、健康相談と島民との友好・連帯を
目的とし、早川医師は健康相談を担当されま
した。
４月２７日に行われた、あいち平和行進出発
集会で早川医師が特別報告をおこないました。
集会の動画を愛知民医連ホームページに公開
しましたので、ご視聴ください。

５
月
２５
日
、
み
な
と
医
療
生

協
・
社
保
委
員
会
の
主
催
で
、

み
な
と
医
療
生
協
労
働
組
合
、

愛
知
民
医
連
、
愛
知
県
社
会
保

障
推
進
協
議
会
、
年
金
者
組
合
、

新
日
本
婦
人
の
会
な
ど
の
団
体

と
共
に
熱
田
区
六
番
町
の
交
差

点
で
「
現
行
の
保
険
証
の
存
続

を
求
め
る
」
、
「
医
療
・
介
護

の
充
実
を
求
め
る
」
宣
伝
行
動

を
行
い
ま
し
た
。

み
な
と
医
療
生
協
・
尾
関
理

事
長
は
、
「
今
の
保
険
証
で
何

も
困
っ
て
い
な
い
の
に
、
一
本

化
す
れ
ば
病
院
の
事
務
が
煩
雑

に
な
っ
て
、
新
た
な
問
題
が
起

こ
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
廃
止

し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

し
た
。
各
団
体
か
ら
も
そ
れ
ぞ

れ
の
視
点
で
マ
イ
ナ
保
険
証
一

本
化
問
題
に
つ
い
て
熱
く
ア
ピ

ー
ル
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
５
月
２６
日

の
中
日
新
聞
朝
刊
で
も
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
国
の
横
暴
を
止

め
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
医
療

・
介
護
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

声
を
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【訂正とお詫び】
愛知民医連新聞５月号・１面「ドクター・
ナース・介護ウエーブ」の記事で、岩倉デイ
サービスセンターの中山さんの訴えの記事を、
「今回の介護報酬改定での賃上げの補助金の
ことで支給対象にならない介護職員があるこ
とや最低の人員配置で出された賃上げ額はお
かしい」に訂正いたします。また、中山さん
の写真についても誤りがありました。お詫び
いたします。

名
前
は
タ
ロ
ー
で
す
。

実
家
の
庭
に
フ
ラ
ッ
と
や

っ
て
き
て
か
ら
約
２
年
、
外

ネ
コ
生
活
を
し
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
、
私
と
一
緒
に
今

の
家
に
引
っ
越
し
、
家
ネ
コ

生
活
に
な
り
ま
し
た
。

羽
毛
布
団
や
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
上
な
ど
に
何
度
も
粗
相
を

す
る
こ
と
が
続
い
て
大
変
な

の
と
、
日
中

は
タ
ロ
ー
ひ

と
り
で
家
に

い
る
の
で
寂

し
い
思
い
を

し
て
い
る
の

か
、
夜
中
に

何
度
も
鳴
い

て
起
こ
し
に

来
る
の
で
、

仕
事
の
あ
る

日
は
３
時
間

程
し
か
眠
れ

ず
つ
ら
い
思

い
も
し
ま
し
た
。

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と

つ
ら
い
思
い
も
し
ま
す
が
、

い
つ
で
も
隣
に
ぴ
っ
た
り
と

寄
り
添
い
ス
リ
ス
リ
し
て
く

る
タ
ロ
ー
の
可
愛
さ
に
癒
さ

れ
て
い
ま
す
。

毎
日
タ
ロ
ー
が
癒
し
て
く

れ
る
の
で
、
仕
事
で
つ
ら
い

こ
と
が
あ
っ
て
も
頑
張
れ
ま

す
。

※
野
良
猫
な
の
で
種
類
、
年

齢
は
不
明
で
す
。

岩
倉
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム

・
ち
あ
き

介
護
福
祉
士
さ
さ
き

み
ゆ
き

佐
々
木

美
幸

告

示

愛
知
民
医
連
規
約
第
五
条
の
一
項
に
よ
り
、
第
四
十
七
回
定
期
総
会
を
左
記
に

よ
り
招
集
し
ま
す
。

二
〇
二
四
年
五
月
一
〇
日愛

知
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会

会

長

堀
井

清
一

日

時

七
月
一
三
日
㈯
午
後
二
時
開
場

午
後
二
時
三
〇
分
〜
午
後
五
時

場

所

労
働
会
館
本
館
・
第
一
〜
第
三
会
議
室

名
古
屋
市
熱
田
区
沢
下
町
九
―
三

議

題

第
一
号
議
案

二
〇
二
三
年
度
ま
と
め
と

二
〇
二
四
年
度
運
動
方
針
案

第
二
号
議
案

二
〇
二
三
年
度
県
連
決
算
案

第
三
号
議
案

二
〇
二
三
年
度
会
計
監
査
報
告

第
四
号
議
案

二
〇
二
四
年
度
県
連
予
算
案

能
登
半
島
地
震
災
害
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
人
道
支
援

み な と
医療生協
み な と
医療生協

平
和
の
タ
ベ
を
開
催

みなと医療生協・尾関理事長の訴え

翌日の中日新聞で報道されました

平
和
へ
の
願
い
こ
め
て
１
５
０
人
が
参
加

いまの健康保険証を残そう
医療・介護を充実させよう
いまの健康保険証を残そう
医療・介護を充実させよう

みなと医療生協が
熱田区六番町で街頭宣伝
みなと医療生協が

熱田区六番町で街頭宣伝

つ
ら
い
こ
と
が

あ
っ
て
も
、タ
ロ
ー
が

癒
し
て
く
れ
ま
す

みなと診療所・三浦医師と職員によるハンドベル
演奏

協立総合病院・医局合唱団のみなさん
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「
見
る
・
聞
く
・

伝
え
る
」
こ
と
を

意
識
し
て

北
病
院

な
が
お

え

り

外
来
看
護
師

永
尾

江
梨

私
は
、
５
月
７
日
か
ら
１０
日

の
４
日
間
、
金
沢
の
城
北
病
院

の
支
援
に
参
加
し
ま
し
た
。

お
正
月
に
起
き
た
能
登
半
島

地
震
が
強
く
印
象
が
残
り
、
揺

れ
を
経
験
し
新
聞
や
映
像
等
を

見
て
、
少
し
で
も
力
に
な
り
た

い
と
思
い
、
「
見
る
・
聞
く
・

伝
え
る
」
こ
と
を
意
識
し
て
能

登
に
行
き
ま
し
た
。

内
灘
見
学
で
は
地
震
か
ら
５

か
月
経
ち
ま
す
が
、
液
状
化
現

象
の
地
割
れ
や
土
砂
、
傾
い
た

道
路
や
水
道
管
が
む
き
出
し
の

建
物
等
を
見
て
、
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
外
来
の
問
診
で
能
登

出
身
の
患
者
様
が
、
能
登
診
療

所
が
再
開
し
て
い
な
い
た
め
、

手
に
入
ら
な
い
定
期
薬
を
希
望

し
て
い
た
こ
と
や
、
能
登
出
身

の
看
護
師
か
ら
、
実
家
が
傾
い

て
水
道
が
通
ら
な
い
の
で
家
族

を
連
れ
て
金
沢
に
移
動
し
た
こ

と
、
休
日
は
壊
れ
た
自
宅
の
片

づ
け
や
家
族
の
世
話
で
休
め
な

い
話
を
聞
い
て
、
胸
が
痛
み
ま

し
た
。

ま
た
城
北
病
院
の
看
護
部
に

あ
る
販
売
ブ
ー
ス
に
は
、
サ
ー

ク
ル
活
動
で
水
引
キ
ー
ホ
ル
ダ

ー
や
小
物
等
の
石
川
名
物
が
あ

り
、
売
り
上
げ
を
支
援
金
に
し

て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

す
ぐ
に
家
族
や
職
場
に
伝
え
、

協
力
を
得
て
２５
個
を
購
入
し
、

愛
知
県
か
ら
の
支
援
に
繋
ぐ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

自
分
の
目
で
「
見
る
」
こ
と
、

現
場
の
人
の
声
を
「
聞
く
」
こ

と
、
そ
し
て
現
地
の
活
動
や
現

状
を
「
伝
え
る
」
こ
と
を
意
識

し
ま
し
た
が
、
４
日
間
で
出
来

る
こ
と
は
非
常
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
現
地
の
職
員
ほ
か
皆

さ
ん
は
、
復
興
に
向
け
て
の
生

活
が
ま
だ
続
く
た
め
、
と
て
も

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
支

援
が
あ
っ
た
時
は
、
出
来
る
こ

と
の
引
き
出
し
を
増
や
せ
る
よ

う
、
日
々
勉
強
し
て
研
鑽
を
積

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

友
の
会
の
高
齢
者

・
独
り
身
の
方
へ

の
支
援

千
秋
病
院

も
り

ま
さ
ひ
ろ

放
射
線
技
師

森

賢
洋

４
月
２２
〜
２４
日
の
３
日
間
、

輪
島
診
療
所
の
支
援
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。

活
動
は
主
に
被
災
し
た
友
の

会
の
方
の
訪
問
で
す
。
高
齢
者

や
独
り
身
の
方
も
多
く
片
付
け

も
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
。

北
海
道
釧
路
か
ら
嘱
託
職
員

の
参
加
や
三
重
県
か
ら
は
４
月

入
職
の
職
員
の
参
加
も
あ
り
ま

し
た
。

石
川
民
医
連
で
は
、
夏
か
ら

は
避
難
所
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
の
活
動
を
検
討
さ
れ
て
い
る

模
様
で
す
。

元
旦
か
ら
全
く
変
わ
ら
な
い

街
並
み
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

復
興
支
援
の
継
続
が
必
要
と
感

じ
ま
し
た
。

私
の
お
気
に
入
り
は
ア
イ

ド
ル
グ
ル
ー
プ
「
Ｎ
ｉ
ｚ
ｉ

ｕ
」
で
す
。

Ｎ
ｉ
ｚ
ｉ
ｕ
は

オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
に
よ
り
約
１
万
人

の
中
か
ら
選
び
抜
か
れ
た
９

人
組
ガ
ー
ル
ズ
グ
ル
ー
プ
で

す
。
「
虹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
し
て
朝
の
情
報
番
組
内
で

放
送
し
て
い
た
の
で
ご
存
知

の
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
私
は
人
よ
り
も
自
分
だ
け

を
良
く
見
せ
よ
う
と
す
る
の

で
は
な
く
、
み
ん
な
で
協
力

し
て
見
て
く
れ
る
人
の
た
め

に
練
習
す
る
姿
に
心
打
た
れ
、

Ｎ
ｉ
ｚ
ｉ
ｕ
が
大
好
き
に
な

り
ま
し
た
。

今
回
は
私
の
元
気
の
源

「
Ｎ
ｉ
ｚ
ｉ
ｕ
」
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
元
気
が
欲
し

い
と
き
に
ぜ
ひ
聞
い
て
み
て

く
だ
さ
い
‼

南
生
協
病
院

放
射
線
科

丹
羽

有
彩

尾張健友会の職員ご家族の方の漫画作品で
す。原案は、千秋病院・山路信江さんの読者
のひろば投稿です。

能登半島地震
への人的支援

４
月
・
５
月

支
援
報
告

（
北
医
療
生
協
・
尾
張
健
友
会
）

（
北
医
療
生
協
・
尾
張
健
友
会
）

地
震
か
ら
５
か
月
経
ち
ま

す
が
、

地
震
か
ら
５
か
月
経
ち
ま

す
が
、

私の
元気の源

「Niziu」

城
北
病
院
・
看
護
部
の
支
援
物
資

販
売
（
水
引
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）

（
右
）
倒
壊
し
た
ま
ま
の
７
階
建
て
ビ
ル

（
上
）
崩
落
し
た
２
階
と
圧
し
潰
さ
れ
た
自
動
車

（
左
）
大
規
模
火
災
と
な
っ
た
輪
島
朝
市
跡
。

漆
塗
工
房
の
柱
だ
け
が
残
っ
て
い
る

（
森
さ
ん
提
供
）

２０２２年には東京ドーム公演・
２日間で１０万人以上を動員

支援にかけつけた全国の民医連のみなさん。
立っている人の一番右側が森さんです

⑲⑲まんがコーナーまんがコーナー

液状化現象で激しく傾いた道路（内灘）
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（4）愛 知 民 医 連２０２４年６月号第４８０号

介
護
報
酬
改
定
で
住
み

慣
れ
た
街
・
家
族
か
ら

離
れ
て
の
施
設
を
選
ば

ざ
る
を
え
な
い

ね
た
き
り
に
な
ら
れ
、

経
鼻
栄
養
・
頻
回
な
吸
痰

…
…
在
宅
介
護
は
困
難

医
療
ケ
ア
の
た
め
に
、
本

人
の
年
金
だ
け
で
は
住
み
慣

れ
た
地
域
の
施
設
に
入
所
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
が
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
ご
紹
介
す
る

方
は
、
今
ま
で
家
族
に
大
切

に
さ
れ
生
活
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
回
の
入
院
で
寝
た
き

り
に
な
り
、
食
事
も
経
鼻
栄

養
を
選
択
さ
れ
ま
し
た
。
ご

家
族
は
み
な
さ
ん
お
仕
事
を

さ
れ
て
お
り
、
在
宅
介
護
は

困
難
で
施
設
を
選
択
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し

経
鼻
栄
養
か
つ
吸
痰
が
多
く

対
応
で
き
る
施
設
が
限
ら
れ

ま
す
。
本
人
が
住
む
地
域
で

は
、
経
鼻
栄
養
や
頻
回
な
吸

引
は
特
養
・
老
健
で
受
け
入

れ
が
困
難
で
、
有
料
老
人
ホ

ー
ム
か
介
護
医
療
院
を
選
択

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

年
金
の
範
囲
内
で
は

自
宅
か
ら
遠
方
の

介
護
医
療
院
し
か
な
く

ご
家
族
は
本
人
に
と
っ
て

よ
い
施
設
を
選
ん
で
あ
げ
た

い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

本
人
の
年
金
で
有
料
老
人
ホ

ー
ム
の
支
払
い
は
困
難
で
し

た
。
胃
瘻
を
検
討
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
吸
痰
が

多
く
、
胃
瘻
造
設
し
て
も
特

養
や
老
健
は
選
択
で
き
な
い

と
予
測
さ
れ
、
経
鼻
栄
養
の

ま
ま
退
院
先
を
探
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
方
の
住

み
慣
れ
た
地
域
に
は
介
護
医

療
院
が
な
く
、
相
談
員
と
し

て
は
費
用
面
か
ら
も
自
宅
か

ら
遠
方
の
２
か
所
の
介
護
医

療
院
し
か
提
案
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

本
人
の
年
金
で
賄
え
る
施

設
が
見
つ
か
れ
ば
よ
い
と
い

う
見
方
も
で
き
ま
す
が
、
遠

方
に
な
れ
ば
面
会
が
難
し
く

な
る
こ
と
も
想
像
で
き
ま
す
。

本
人
か
ら
の
発
信
は
で
き
な

く
て
も
、
聞
き
な
れ
た
家
族

の
声
は
本
人
に
と
っ
て
よ
い

刺
激
に
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

誰
の
た
め
の
制
度
な
の
か

考
え
て
欲
し
い

経
済
的
な
事
情
で
住
み
慣

れ
た
地
域
や
家
族
か
ら
離
れ

て
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

方
々
が
い
ま
す
。
今
年
度
の

介
護
報
酬
改
定
で
施
設
費
用

が
高
く
な
り
、
施
設
を
必
要

と
し
て
い
る
方
が
費
用
面
か

ら
施
設
入
所
す
る
と
い
う
選

択
が
困
難
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
本
人
の
年
金
額
が
多

く
な
っ
た
わ
け
で
も
な
い
の

に
、
制
度
だ
け
が
使
い
に
く

い
方
向
に
変
わ
っ
て
い
る
の

は
誰
の
た
め
の
制
度
と
言
え

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

千
秋
病
院

医
療
福
祉
相
談
室

井
上

純
里

研
修
医
二
年
目
の
石
津
で

す
。
早
い
も
の
で
研
修
医
に

な
っ
て
か
ら
一
年
が
経
ち
ま

し
た
。
四
月
か
ら
は
頼
も
し

い
後
輩
た
ち
も
加
わ
り
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
一
年
目
の
先
生

方
や
職
員
の

方
々
に
い
つ

も
元
気
を
い

た
だ
い
て
い

ま
す
。

現
在
は
救
急
診
療
科
で
の

研
修
を
行
い
な
が
ら
内
科
外

来
で
週
一
回
の
外
来
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
普
段
の
当

直
や
日
中
救
急
外
来
で
診
察

を
し
、
そ
の
後
の
経
過
観
察

や
更
な
る
検
査
を
行
う
た
め

に
内
科
へ
ご
紹
介
す
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
自
分
が

今
ま
で
紹
介
し
て
き
た
患
者

様
が
そ
の
後
ど
ん
な
風
に
診

察
や
検
査
を
し
て
い
く
の
か

を
実
際
に
目
に
す
る
度
に
思

う
の
が
、
診
療
科
間
で
の
ス

タ
ッ
フ
の
連
携
の
大
切
さ
で

す
。
患
者
様
の
症
状
だ
け
で

な
く
日
常
生
活
に
ど
ん
な
影

響
が
出
て
い
る
の
か
、
何
が

一
番
お
困
り
な
の
か
を
ス
タ

ッ
フ
間
で
共
有
す
る
こ
と
で

よ
り
ス
ム
ー
ズ
な
診
察
が
で

き
る
こ
と
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

今
後
は
外
部
施
設
で
の
研

修
も
増
え
ま
す
が
、
基
本
で

あ
り
要
で
も
あ
る
「
情
報
の

共
有
と
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
を
忘
れ
ず
、
患
者

様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
医
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
す

る
所
存
で
す
。
若
輩
の
身
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
何
卒
暖

か
く
見
守
っ
て
頂
け
る
と
幸

い
で
す
。

協立総合病院 ２年目研修医

石津 裕梨

い
つ
に
な
っ
て
も
元
気
で

千
秋
病
院

理
学
療
法
士

尾
藤

雅
彦

先
日
母
の
日
に
観
葉
植
物
を

送
り
ま
し
た
。
な
ん
と
観
葉
植

物
か
ら
成
長
し
て
花
が
咲
き
ま

し
た
。
い
つ
に
な
っ
て
も
元
気

で
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

祝
・
初
優
勝

介
護
付
有
料
老
人
Ｈ
虹
の
郷

看
護
師

森

史
香

５
月
小
学
校
運
動
会
は
晴
天

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
５
年
生
の

末
っ
子
は
白
組
。
５
回
目
の
運

動
会
で
初
め
て
優
勝
し
た
！
と
、

い
い
笑
顔
で
頑
張
り
を
振
り
返

っ
て
い
ま
し
た
。

愛
情
た
っ
ぷ
り

協
立
総
合
病
院

助
産
師

橋
本

好
恵

手
作
り
味
噌
で
何
年
か
経
っ

た
の
に
、
や
っ
と
最
近
家
族
か

ら
「
美
味
し
い
」
の
評
価
。
国

産
の
良
い
大
豆
で
作
っ
て
る
だ

け
じ
ゃ
な
い
よ
。
愛
を
込
め
て

熟
成
し
て
ま
す
か
ら
！

ら
っ
き
ょ
う
漬
け

生
協
わ
か
ば
の
里

作
業
療
法
士

園
田

麻
子

こ
の
時
期
に
な
る
と
毎
年
土

付
き
ら
っ
き
ょ
う
を
買
い
求
め

て
、
せ
っ
せ
と
下
準
備
し
て
ら

っ
き
ょ
う
の
甘
酢
漬
け
を
作
り

ま
す
。
今
年
は
長
男
も
手
伝
っ

て
く
れ
て
切
り
口
が
ま
ば
ら
で

す
が
、
漬
け
上
が
っ
た
ら
っ
き

ょ
う
が
楽
し
み
で
す
。

母
の
日

千
秋
病
院
介
護
保
険
Ｓ
Ｃ

ケ
ア
マ
ネ

ス
キ
ー
ナ

由
香

毎
年
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
く
れ
る
子

ど
も
た
ち
。
今
年
は
手
作
り
ド

ー
ナ
ツ
と
大
き
な
花
束
。
ド
ー

ナ
ツ
は
コ
ッ
プ
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
蓋
を
組
み
合
わ
せ
て
上
手

に
型
取
り
。
こ
ん
な
に
大
き
な

花
束
、
き
っ
と
お
小
遣
い
奮
発

し
て
選
ん
で
く
れ
た
の
ね
。
私

は
花
束
か
ら
少
し
摘
ん
で
こ
っ

そ
り
押
し
花
に
。
も
う
少
し
経

っ
た
ら
押
し
花
見
せ
て
サ
プ
ラ

イ
ズ
返
し
し
ま
す
よ
。

【
た
て
の
カ
ギ
】

１

亀
の
〇
〇
よ
り
、
年
の
○

○

２

フ
ラ
ン
ス
発
祥
の
洋
風
炊

き
込
み
ご
飯

３

イ
タ
リ
ア
発
祥
の
撥
弦
楽

器

４

夢

６

フ
ラ
ン
ス
語
で「
白
い
山
」

８

フ
ァ
ミ
レ
ス＝

フ
ァ
ミ

リ
ー
〇
〇
〇
〇
〇

９

西

１２

ス
ト
ッ
キ
ン
グ
も
ソ
ッ
ク

ス
も
は
い
て
な
い
よ

１５

ウ
サ
ギ
は
長
く
、
象
は
大

き
い

【
よ
こ
の
カ
ギ
】

１

複
写

３

花
崗
岩
な
ど
が
風
化
し
土

状
に
な
っ
た
も
の

５

表⇔

６

家
〇
〇
、
〇
〇
扉
、
〇
〇

シ
ロ
チ
ョ
ウ

７

親
し
み
や
す
い
、
気
さ
く

な
、
友
好
的

１０

ラ
ケ
ッ
ト
や
バ
ッ
ト
な
ど

を
練
習
の
た
め
に
相
手
な

し
で
振
る
事

１１

建
物
の
入
り
口

１３

シ
〇
〇
、
シ
ュ
ン
〇
〇
、

コ
チ
ョ
ウ
〇
〇

１４

虫
取
り
や
魚
と
り
に
使
い

ま
す

１６

亜
鉛
メ
ッ
キ
の
銅
板
、
主

な
用
途
は
建
築
資
材

１７

主
に
魚
介
な
ど
を
非
加
熱

で
切
り
食
べ
る
料
理
、
お

造
り

〈
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
当
選
者
〉

５
月
号
、
正
解
は
「
カ
ー
ネ
ー

シ
ョ
ン
」
。
応
募
総
数
３３
通
で

全
員
正
解
で
し
た
。
次
の
方
々

が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

・
真
柄
久
美
代
さ
ん

（
老
健
か
た
ら
い
の
里
）

・
久
保
明
日
香
さ
ん

（
千
秋
病
院
）

・
野
垣
な
を
み
さ
ん

（
岩
倉
介
護
保
険
Ｓ
Ｃ
ち
あ
き
）

〈
応
募
要
項
〉

あ
て
先
は
、
〒
４
５
６
―
０

０
０
６

名
古
屋
市
熱
田
区
沢

下
町
９
―
３

愛
知
民
医
連
宛
。

①
こ
た
え
、
②
事
業
所
名
、
③

職
種
、
④
氏
名
、
⑤
近
況
や
紙

面
の
感
想
、
を
記
入
し
、
ハ
ガ

キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
子
メ
ー
ル
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
も
可
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
事
業

所
名
・
職
種
不
記
載
は
抽
選
の

対
象
外
で
す
。
パ
ー
ト
・
臨
時

職
員
も
ご
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人

の
方
に
図
書
カ
ー
ド
進
呈
。

近
況
や
感
想
が
「
読
者
の
ひ

ろ
ば
」
に
掲
載
さ
れ
た
方
も
当

選
者
の
半
額
分
の
図
書
カ
ー
ド

を
進
呈
し
ま
す
。
６
月
号
ク
ロ

ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
締
め

切
り
は
７
月
５
日
で
す
。

答え

（出題 北メンタルクリニック 事務 幅しのぶ）

☆
県
連
理
事
会
と
し
て
全
日
本

民
医
連
第
４６
期
総
会
運
動
方
針

学
習
会
を
開
催
し
た
。
総
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
「
７０
年
の
歴
史
を

力
に
『
ケ
ア
の
倫
理
』
を
深
め
、

『
２
つ
の
柱
』
の
全
面
実
践
で
、

『
人
権
の
砦
』
た
る
民
医
連
の

事
業
所
を
守
り
、
発
展
さ
せ
よ

う
」
を
深
め
る
内
容
で
し
た
。

経
営
状
況
が
厳
し
い
中
で
、
こ

の
実
践
の
具
体
化
が
試
さ
れ
ま

す
。
職
場
・
事
業
所
で
も
学
習

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

☆
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
支
援

活
動
は
、
医
師
１
名
、
看
護
師

１
名
が
支
援
に
入
り
ま
し
た
。

５
か
月
も
経
っ
て
な
お
元
日
に

発
生
し
た
ま
ま
の
状
況
に
愕
然

と
し
た
、
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

☆
５
月
３１
日
〜
６
月
１１
日
ま
で

あ
い
ち
平
和
行
進
が
行
わ
れ
ま

す
。
核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
日

本
政
府
の
参
加
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
略
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ガ
ザ
攻
撃
即
時
停
止
、
を
求

め
て
声
を
上
げ
な
が
ら
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

☆
６
月
１６
日
に
第
１４
回
甲
状
腺

エ
コ
ー
検
診
を
北
病
院
に
て
開

催
し
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
か

ら
１３
年
。
検
診
は
２
０
１
５
年

か
ら
開
始
し
て
の
べ
５
２
０
人

を
超
え
る
方
が
受
診
さ
れ
ま
し

た
。
健
康
不
安
の
要
望
に
応
え

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

☆
県
連
総
会
（
７
月
１３
日
）
に

向
け
て
、
第
１
号
議
案
を
確
定

し
ま
し
た
。
県
連
新
聞
号
外
に

て
全
職
員
に
配
布
し
ま
す
。
総

会
は
実
参
加
の
も
と
で
の
開
催

と
な
り
ま
す
。
総
会
に
向
け
積

極
的
な
ご
意
見
、
ご
議
論
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
５
月
２４
日
第
１０
回
理
事
会

県
連
事
務
局
長

武
田
修
三
】
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事事事事事事事事事事事事事事事事事事
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４

１５

１２

１４
Ａ

３

Ｂ

１７

６

Ｃ

８
Ｄ

１０

１３

２

Ｅ
７

１

５

９

１１

１６

ＥＤＣＢＡ

診
療
科
間
の
ス
タ
ッ
フ
の

連
携
の
大
切
さ
を
実
感
し
て

クロスを解いてＡ～Ｇに入る文字を順に
ならべてできた言葉をこたえてね

連載○１０６

https ://goo.
gl/k5hZMy

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
な
ど
で

読
む
と
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
投

稿
で
き
ま
す
。
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